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第８期計画の振り返りと評価 

 

「第８期直方市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（以後、第８期計画という）」は令和３

年度から令和５年度までの３か年の計画です。 

第８期計画は、「地域でささえあう高齢者が健康で安心して暮らせるまちづくり」を基本理念と

し下記に挙げる３つの視点と３つの基本目標から構成されています。 

 

【基本理念の３つの視点】 

（基本理念） 

地域でささえあう 

高齢者が健康で安心して暮らせるまちづくり 

 

 

 

 

 

【３つの基本目標】 

基本目標１ 高齢者を地域でささえあうまちづくり 

基本目標２ 高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

基本目標３  高齢者が安心して暮らせるまちづくり 
 

第８期計画の振り返りと評価にあたっては、各基本目標の目指す目標を定量的に評価する管理

指標（目標指標・成果指標）の達成度及び基本目標の実現に向けた施策の主な取組の進捗状況を調

査し、評価をしています。 

 

 【第８期計画の振り返り・評価にあたっての留意点】 

□第８期計画については、計画期間にコロナ禍での事業中止や行動制限等があったことで、下記

のような指標の達成状況や施策の取組にも影響を及ぼす結果となっています。 

① イベントや市民の参加活動に関する取組は、事業の中止や活動機会の減少により、成果達 

成が困難になった。 

② 高齢者を中心に行動制限により、在宅時間が増えたことで引きこもりや体力低下等を発生 

する要因につながった。 
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基本目標別にみた各施策の成果と課題 

 

 

基本目標１ 高齢者を地域でささえあうまちづくり 

 

【目標指標の達成状況・評価】 

 

□「ボランティアに参加している人の割合」については、第８期計画期間内にコロナ禍での事

業中止や行動制限等の影響もあり、目標達成は難しい結果となっています。 

□「認知症に関する相談窓口の認知度」は前回計画策定時より下回る結果となっており、認知症

への理解促進を含めた相談窓口に対する認知促進が望まれます。 

 

   （目標指標一覧） 

指標 
計画策定時 

現状値 

目標値 

（Ｒ4年度） 

現状値 

（R4年度） 
評価 

ボランティアに参加している人の割合 12.3% 15.0% 9.0% × 

今後も仕事と介護の両立を「問題なく、

続けていける」と回答した人の割合 
32.2%    

認知症に関する相談窓口の認知度 24.2% 27.0% 23.3% × 

 

【各施策の成果・課題】 

 

（１）地域共生社会の実現に向けた取組の推進 

【主な取組の成果】 

総合相談窓口の充実 

○今後の地域包括ケアシステムの推進に向け、地域包括支援センターを維持するとともに、

4ヶ所の在宅介護支援センターの機能強化をはじめ、民生委員や医師会などの各種関係機

関との連携を強めることにより、地域包括支援センターの体制強化に取り組んでいます。 
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（２）認知症施策の推進 

【主な取組の成果】 

認知症に関する正しい知識の普及・啓発 

○認知症お役立ちガイドを発行し、相談窓口での配布や、関係機関等への配布を行いました。 

〇認知症に関する啓発に向け広報掲載や直方市社会福祉協議会と連携した地域への普及啓発

活動に取り組んでいます。 

認知症サポーターの養成 

○認知症サポーター養成講座を開催し、人材育成を行いました。 

認知症初期集中支援チーム事業の機能強化 

○認知症の早期診断・早期対応のため、医療機関と連携し、相談・支援体制により事業を実

施しました。 

認知症に関する各種相談窓口の設置 

○直方市社会福祉協議会との委託契約により、認知症地域支援推進員を配置。地域住民から

の認知症に関する相談窓口を設置し業務に取り組んでいます。 

高齢者等ＳＯＳネットワーク事業 

○認知症等により行方不明になる恐れのある方の関連情報を事前登録（登録件数６３件）する

ほか、直鞍２市２町の広域ネットワークにより早期発見・早期対応に取り組んでいます。 

通いの場の拡充 

○「認知症の人と家族の会直方」及び「認知症サポーターを広める会」を中心に認知症カフ

ェを開催し、地域交流できる体制整備に努めました。 

 

（３）家族介護者への支援の充実 

【主な取組の成果】 

家族介護者に対する相談支援体制の充実 

○在宅介護支援センターを市内4ケ所に設置し、総合的な相談や各種サービスの情報提供、

申請手続の代行申請等を実施しています。 

家族介護者の負担軽減の充実 

○在宅介護や老々介護の家族介護者に対し、食事の宅配や紙おむつ給付等の経済的支援により

負担軽減に努めています。 

認知症相談窓口の周知・啓発 

○直方市社会福祉協議会を通じ、「認知症の人と家族の会直方」と連携して認知症に悩む家

族の相談を受けています。また、家族の会を中心に認知症カフェへの参加を促進していま

す。 

レスパイト機能をもつ施設等の活用 

○家族による介護の抱え込みに関する相談に対して、一時的な分離が必要だと判断できる場

合には、ケアマネージャーを通じて介護保険サービスによるレスパイトが図れるよう日常

的に情報の整理等を行っています。 
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（４）高齢者を支える担い手づくり 

【主な取組の成果】 

地域の支え合いのネットワーク構築 

○いきいき百歳体操サポーター養成講座や地域のリーダー研修等で地域活動の担い手の育成

を支援しています。 

直方市社会福祉協議会、民生委員・児童委員との連携強化 

○Ｒ５年度より直方市社会福祉協議会へ生活支援体制整備事業を委託し実施しています。 

○民生委員・児童委員との連携のもと、独居高齢者の訪問を行い、防災・防犯用に緊急連絡

先の整備を行っています。 

日常生活サービスの体制整備 

○生活支援コーディネーターや協議体の設置による地域の課題解決に向けた支え合いの体制

づくりを進めています。 

介護人材の確保・質向上 

○介護従事者の資質向上のための学習会等を実施しています。 
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基本目標２ 高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

 

【目標指標・成果指標の達成状況・評価】 

 

□「閉じこもりリスクのある高齢者の割合」は前回計画策定時より大きく増加する結果とな

り、第８期計画期間内にコロナ禍での行動制限等による外出機会の減少が大きく影響してい

るとみられます。 

□一方、「地域活動に参加する高齢者の割合」は目標値を達成する結果となっており、コロナ禍

で地域活動への参加機会が減少していた中での参加率が高くなったことは数値以上に評価され

る結果であると考えます。 

□「主観的な健康観が良好な高齢者」「生きがいのある高齢者の割合」は前回調査より若干上回

り、目標値までの達成には至らなかったが、コロナ禍の中でも安定した結果となっています。 

□「のおがた元気ポイント登録団体数」は目標値を大きく上回る成果となり、今後の健康増進活

動を促進する裾野が拡大しました。「自主活動団体数」は、コロナ禍の中、前回調査時より増

加していることは一定の成果があったと考えます。 

 

（目標指標一覧） 

指標 
計画策定時 

現状値 

目標値 

（Ｒ4年度） 

現状値 

（R4年度） 
評価 

閉じこもりリスクのある高齢者の割合 17.2% 15.0% 23.3% × 

６５歳以上の新規認定申請者の割合 4.49% 4.40%     

地域活動に参加する高齢者の割合 24.8% 27.0% 27.3% ○ 

主観的健康観が良好な高齢者の割合 72.1% 75.0% 74.1% × 

主観的幸福観が８点以上の高齢者の割合 88.8% 90.0% 45.7%   

生きがいのある高齢者の割合 49.1% 53.0% 49.8% × 

   （成果指標） 

指標 
現状値 

（H30年度） 

目標値 

（Ｒ5年度） 

現状値 

（R5年度） 
評価 

のおがた元気ポイント登録団体数 （団体） 226 255 270  〇 

自主活動団体（毎週１回開催）団体数（団体） 7 42 15  △ 
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【各施策の成果・課題】 

 

（１）健康寿命の延伸 【重点的取組】 

【主な取組の成果】 

のおがた元気ポイント事業 

○団体登録済の利用者に対し、健診や介護予防活動等に対してポイントを付与し、高齢者の

健康づくり・介護予防の取組を推進しました。 

特定健診・がん検診の受診促進／歯科口腔保健に関する知識の普及・啓発 

○特定健診、特定保健指導、がん検診を実施するとともに、広報等を通じた健診受診の勧奨

を行っています。 

○40～70歳代を対象とした歯周病検診を実施しました。 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施の検討 

○ハイリスクアプローチ支援、ポピュレーションアプローチ支援により、健康指導・健康教

育を実施しています。 

 

（２）自立支援・重度化防止に向けた取組の推進 【重点的取組】 

【主な取組の成果】 

介護予防のサポーター養成 

○理学療法士・作業療法士を講師とした「いきいき百歳体操サポーター養成講座」、歯科衛生

士を講師とした「かみかみ百歳体操サポーター養成講座」を開催し、サポーターを養成する

学習機会を提供、活動団体の増加につながりました。 

介護予防・生活支援サービス事業の充実 

○運動による改善が見込める要支援者に対しては、積極的に訪問型サービスA ・通所型サー

ビス C の利用を推進しています。 

一般介護予防事業の充実 

○介護予防に効果のある「いきいき百歳体操」に週１回取り組む自主活動を推進するほか、

シニアクラブ連合会に委託し、「元気サロン」による介護予防運動、健康教育を実施して

います。 
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（３）生きがいづくり活動の推進 

【主な取組の成果】 

生涯学習活動事業 

○60歳以上の方を対象に生きがいづくりを目的とした「直方はつらつ塾」の開催により、各種

講座の実施し、体操講座を中心に定員以上の参加申し込みがあるなど、多くの参加者を集め

ています。 

○世代間交流の機会として、地域の高齢者に学校に出向き、昔遊び等の伝授などを行ってい

ます。 

生涯スポーツ・レクリエーション事業 

○老人クラブ連合会主催により、グラウンドゴルフ大会など、高齢者が気楽に参加できるス

ポーツ・レクリエーションイベントを実施しています。 

 

（４）高齢者の社会参加・働く場の充実 

【主な取組の成果】 

高齢者の就労促進 

○高齢者の就労機会となっている直方市シルバー人材センターに対して助成し、支援するとと

もに、広報などを通じて、高齢者の就労促進に関する周知・啓発を行っています。 
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基本目標３ 高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

 

【目標指標・成果指標の達成状況・評価】 

 

□「家族や友人・知人以外で相談できる人」「心配事や愚痴を聞いてくれる人」「病気で数日

間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人」のいずれも「いない」と回答した高齢者の

割合は目標値を下回り、目標を達成しました。 

□事業成果として、「地域における資源シートを活用した地域資源の掘り起こし件数」について

は、前回調査の実績を上回ったが目標値を上回る結果にならなかった。「生活支援コーディネ

ーターが地域の会議に参加した回数」はコロナ禍の中で現状値を維持できたことは一定の成果

があったと考えます。 

 

（目標指標一覧） 

指標 
計画策定時 

現状値 

目標値 

（Ｒ4年度） 

現状値 

（R4年度） 
評価 

家族や友人・知人以外で相談できる人（場

所）が「いない」と回答した高齢者の割合 
54.0% 49.0% 46.7% ○ 

心配事や愚痴を聞いてくれる人が「い

ない」と回答した高齢者の割合 
10.6% 9.0% 4.8% ○ 

病気で数日間寝込んだときに、看病や

世話をしてくれる人が「いない」と回答

した高齢者の割合 

12.4% 9.0% 7.5% ○ 

今後も仕事と介護の両立を「問題なく、

続けていける」と回答した人の割合 
32.2% 35.0%    

主な介護者が不安に感じる介護の割合 81.3% 75.0%    

   （成果指標） 

指標 
現状値 

（H30年度） 

目標値 

（Ｒ5年度） 

現状値 

（R5年度） 
評価 

地域における資源シートを活用した地

域資源の掘り起こし件数 （件） 
212 325 256  △ 

生活支援コーディネーターが地域の会

議等に参加した回数 （回） 
63 140 61  〇 
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【各施策の成果・課題】 

 

（１）在宅医療・介護の連携の充実 

【主な取組の成果】 

在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討 

○直鞍2 市 2 町で地域の医療・介護関係者が参画する会議を開催し、在宅医療・介護連携

に関する状況と課題の共有を行っています。 

切れ目のない在宅医療と介護提供体制の構築推進 

○医療、介護関係者間で入退院時にスムーズな情報共有ができるよう、入退院支援運用ガイ

ドライン作成に向けて協議を行っています。 

○のおがた安心カードを作成し、切れ目のない情報共有に向け市民や在宅医療関係者へ周知

を行っています。 

在宅医療・介護連携に関する相談支援 

○地域包括支援センターが在宅医療・介護に係る専門職の相談窓口となり相談支援等を実施

しています。 

医療・介護関係者の研修 

○介護専門支援員向けにケアマネジメントに関すること、高齢者の権利に関すること、認知

症や看取り支援についての研修を実施しました。 

地域住民への普及・啓発 

○介護予防お役立ちガイドや認知症ケアパスの配布による情報発信や地域住民向けの在宅医

療介護研修会を開催しています。 

 

（２）地域包括支援センターの機能強化 

【主な取組の成果】 

総合相談支援事業 

○高齢者の総合的な相談窓口として地域包括支援センターの「高齢者のよろず相談窓口」に

よる相談支援を実施し、各種関係機関と連携をしながら支援を行っています。 

権利擁護事業 

○高齢者の虐待や消費者被害に対する相談を行うとともに、成年後見制度の利用支援を行っ

ています。 

包括的・継続的マネジメント支援事業／介護予防ケアマネジメントの実施 

○介護支援専門員に対する研修等の実施により、包括的・継続的マネジメント、介護予防ケ

アマネジメントの適切な実施ができる人材育成に取り組んでいます。 

医療・介護関係者の研修 

○介護専門支援員向けにケアマネジメントに関すること、高齢者の権利に関すること、認知

症や看取り支援についての研修を実施しました。 
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地域ケア会議の推進 

○医療・介護分野の関係機関による地域ケア会議を開催し、様々な専門的見地から個別事例

の自立支援について検討しています。検討した事例の中から専門職が実地での支援が必要

と判断したケースに関して、専門職と現地に同行し支援を行っています。 

生活支援サービスの体制整備 

○高齢者のニーズとボランティア等の地域資源とのマッチングによる生活支援を充実するた

め、ケアマネージャーや市民向けの地域資源マップを作成しました。 

ケアマネージャーの資質向上 

○地域包括支援センターのケアマネージャーのみではなく、市内全ての事業所に所属するケ

アマネージャーを対象として、定期的に研修会を主催しています。 

 

（３）高齢者福祉サービスの充実 

【主な取組の成果】 

生活管理指導短期宿泊サービス（ショートステイ） 

○65歳以上の介護保険非該当者が、生活習慣の指導や体調調整を要する高齢者に施設で短期

間でのサービスを提供しています。 

緊急通報装置貸与事業 

○一人暮らしの高齢者へ緊急通報装置を貸し出しています。 

配食サービス 

○栄養バランスのとれた食事を提供するとともに、利用者の安否の確認を行っています。 

 

（４）高齢者の虐待防止と権利擁護に関する取組の推進 

【主な取組の成果】 

高齢者虐待防止の普及・啓発 

○介護予防お役立ちガイド等により、高齢者虐待に関する啓発を行うとともに、介護従事者

による虐待の対応について、関係法令等の周知、介護従事者等への研修やストレス対策の

実施支援を行っています。 

成年後見制度の普及・啓発および利用促進 

○介護予防お役立ちガイド及び認知症お役立ちガイドに成年後見制度について記載し、市民

から備えについて相談があった場合、具体的な相談に応じています。 

防犯・消費者被害防止のための取組 

○警察署や直鞍広域消費者生活センターからの情報を受け、個別対応を行っています。 
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（５）高齢者が安心して住み続けられる住まいの充実 

【主な取組の成果】 

養護老人ホームの適切な利用促進 

○経済的・環境的な理由により、自宅での日常生活が困難な高齢者が対象に対し、適切な利

用を促進しています。 

高齢者すみよか事業 

○介護保険法に規定する要介護者及び要支援者が対象。介護保険の住宅改修を限度額まで利

用し住宅改修を要する場合に助成しています。 

 

（６）安全・安心なまちづくり 

【主な取組の成果】 

高齢者の防災対策の支援／避難・救護体制の強化 

○高齢者や高齢者施設に対し、平常時から災害にそなえた準備ができるよう、防災意識をた

かめるための周知に努めています。 

○高齢独居世帯を中心に災害時の避難・救護体制を強化するため、民生委員児童委員の協力

による75歳以上の独居高齢者リストの作成を行いました。 

新型インフルエンザ対策 

○新型コロナウイルス感染症予防のため市内の高齢者施設や介護事業者に対し、従事者の労

働環境改善に要する経費を一部支援しました。 

○ワクチン接種に関して、高齢者施設でのクラスター発生を防ぐため、施設入所者に対し優

先的にワクチンを確保し、 高齢者施設内でのワクチン接種を行いました。 

 


